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 別紙のとおり 

 
審     議     状     況 

 （森教育長） 

 ただいまから令和３年第７回定例教育委員会を開会します。 

（茶園係長） 

 姿勢を正して下さい。一同礼。 

（森教育長） 

 「令和３年第６回定例教育委員会議事録の承認」を議題とします。事務局より報告をお願いします。 

（茶園係長） 

 令和３年第６回定例教育委員会議事録について報告（別紙「概要報告書」により報告) 

（森教育長） 

 ただいま事務局より前回の議事録の報告がありました。ご質問等ないでしょうか。 

（全員） 

 ありません。 

（森教育長） 

 報告のとおり、承認してよろしいでしょうか。 

（全員） 

 はい。 

（森教育長） 

 令和３年第６回定例教育委員会議事録については、承認いたしました。 

 続きまして、教育長及び委員の報告に移ります。 

 教育長報告については、お手元の６月25日から７月25日までの教育長諸般の報告をもとに説明しま

す。 

（別紙「諸般の報告」により日を追って報告） 

（森教育長） 

 続きまして、委員の皆様方からのご報告をお願いしたいと思います。まず、永野委員お願いいたしま

す。 

（永野治委員） 
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 はい。６月28日の○○中学校と７月５日の△△小学校、□□小学校の学校訪問に参加しました。教育

長がおっしゃるように、○○中学校はそつなく落ち着いている感じなのですが、しいて言えば元気がな

い、おとなしい感じを受けたところです。もう少し元気を出してほしいと思いました。△△小学校は元

気が良く、小さいながらまとまっている感じを受けました。また、□□小学校も全体的に前より良くな

っていると思いました。小学校は学校訪問があと１校残っていますが、全体的に良くまとまって落ち着

いた１学期のスタートが取れていると感じたところです。中学校はもっと元気を出してほしいというの

が全体的な印象でございました。 

あと、７月21日に大口明光学園の高校２年生の生徒が自宅を訪ねてきました。事業の一環としての活

動企画で「伊佐市を元気にする活動」を各グループで行っているようなのですが、その中で「スイーツ

で活性化」のテーマで活動しているようで、私に色々伺いたいとのことでした。伊佐農林高校、大口高

校も市の活性化についての勉強を頑張っていると感じていますが、大口明光学園もこれに追随して子ど

も達は頑張っていると思ったところです。良い企画をしているなと感じました。 

私の方からは以上でございます。 

（森教育長） 

 はい、ありがとうございました。長野則夫委員お願いいたします。 

（長野則夫委員） 

 はい。学校訪問に行きましたが、□□小学校で各教室や廊下に七夕飾りがありまして、季節が伝わっ

て非常に良いと思ったところです。それからタブレットを使って授業をしていますが、気になったのが

指の使い方について先生が子ども達に指導しているのかということが気になりました。皆面々に入力し

ているのか、そういうところを聞きたいと思うところでございました。 

 以上です。 

（森教育長） 

 はい、ありがとうございました。 

 タブレットの指の使い方にまでについては気が付きませんでした。 

（長野則夫委員） 

 基本がありますよね。 

（竹下課長） 

 現在のＧＩＧＡ構想での指導内容には入っておりません。とにかく触って慣れて、しかもキーではな

くタッチパネルで操作することになっています。 

（森教育長） 

 久保田委員、お願いいたします。 

（久保田委員） 

 はい、特にございません。 

（森教育長） 

 はい、長野吉泰委員お願いいたします。 

（長野吉泰委員） 

 はい。私も学校訪問に行ってみて、どの学校も校長中心に頑張っていらっしゃるなと感じました。〇

○中学校に関しては少し問題があるということでしたが、先生方の頑張りで少しずつ良くなっていけば

いいのでは、長い目で見ていかないといけないのかなということを感じました。 

 以上です。 

（森教育長） 

はい。ありがとうございました。 

教育長及び委員の報告については以上でよろしいでしょうか。 

（全員） 

 はい。 

（森教育長） 
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それでは、議事に進みます。 

今回は、報告事項が１件、付議事件はございません。 

では報告事項に入ります。 

報告第 13号「伊佐市成人式参加者に対するＰＣＲ検査費用助成事業実施要綱の制定について」、事務

局より説明をお願いいたします。 

（平崎課長） 

はい。報告第 13 号「伊佐市成人式参加者に対するＰＣＲ検査費用助成事業実施要綱の制定について」

を説明いたします。 

定例会資料は、3ページから６ページになります。この要綱につきましては、先月の定例教育委員会

のその他の件の中でご説明したものでございます。先月 29 日の議会で補正予算が議決されたことに伴

いまして、令和３年６月 29 日付で、伊佐市教育委員会の行政組織等に関する規則第 24条第１項により

教育長をして臨時に代理し、同条第２項により報告するものです。なお要綱については、令和３年度中

に伊佐市が実施する成人式に参加するものにＰＣＲ検査費用を助成することについて助成対象者、助成

の回数、助成金の額、申請時の様式等について定めてあります。また施行日は令和３年７月１日とし、

令和４年３月 31 日をもってその効力を失うこととしております。 

以上で要綱の説明を終わります 

（森教育長） 

はい。ただいまの事務局より説明がありましたけれども、何かご質問・ご意見等ございませんでしょ

うか。 

（全員） 

 ありません。 

（森教育長） 

 ご質問・ご意見等ないようですので、議決に入りたいと思います。 

報告第 13号「伊佐市成人式参加者に対するＰＣＲ検査費用助成事業実施要綱の制定について」、承認

される方は、挙手をお願いいたします。 

（全員） 

 はい。 

（森教育長） 

 賛成多数ですので、報告第 13 号は、承認されました。 

 付議事件はありませんので、以上で準備された議事については終わります。 

 次に、委員から提出された動議の討論等に入ります。前もって提出された動議はございませんが、何

かございませんでしょうか。 

（全員） 

 ありません。 

（森教育長） 

 特にないようですので、以上で討論等を終わります。 

その他の件に入ります。 

 事務局から、先の大雨による教育委員会関係の災害についての報告等があるようですのでお願いいた

します。 

（平崎課長） 

 はい。私の方で代表して説明いたします。 

 まず、学校施設等につきましては特に大きな被害は出ておりませんけれども、曽木小学校の自立自興

会館前の通路の脇が１ｍほど陥没しました。すでに修理を発注してございますので復旧されていると思

います。 

 それから学校給食センター関係につきましては、被害はないということで報告を受けております。 

 社会教育施設等につきましては被害はないのですが、先程教育長からもありましたとおり、国登録有
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形文化財であります曽木発電所遺構が破損をしてございます。大変大きな被害でありますので今後復旧

については関係課と連携をしながら進めていくということになりますのでよろしくお願いいたします。

それからもう一つは、本城の小川添の市道楠原小川添線に石橋がありますが、この石橋の一部が崩落し

たということになります。市指定の文化財でありますが、建設課の道路復旧に合わせて工事を進めてい

くということで話し合いなされています。 

 それから文化スポーツ施設につきましては、陸上競技場、市営球場及び市営プールのポンプ室が浸水

をいたしました。特に甚大な被害はないのですが、浸水したポンプ室につきましては業者による修繕で

復旧したところです。 

 その他ですが、旧羽月北小学校の水源ポンプがこの大雨中の落雷により制御盤が破損しまして一時水

が出ない状態でした。この水源につきましては、山ノ神自治会及び富ケ丘自治会にも給水をしている関

係上早急な修理をしないといけませんでしたが、手動運転に切り替えてまして運用が出来たことから２

日間ほど手動運転で対応しながら制御盤の修理を行いまして、現在は復旧しているところでございま

す。 

 それと児童生徒の被害状況について報告させてください。大口小学校の６年生の児童ですが、自宅が

床上浸水しボートで救出後祖父母宅へ搬送との連絡を受けております。現在は特に問題なく学校へ通っ

ているようでございます。それともう一件が、平出水小学校の６年生の児童です。通学路にある橋が一

部崩壊し通学に支障が出ておりました。２・３日学校を休みましたが、市が橋ではなく富ケ丘に抜ける

林道を早急に復旧させまして、この林道を使いまして保護者の送迎で学校に通えるようになったという

ことです。橋につきましても建設課で仮設の橋を早急に造るということですので、徒歩での通学も可能

になって来るのではないかと考えているところでございます。 

 教育委員会からの災害状況につきましては、以上でございます。 

（森教育長） 

 はい、ありがとうございました。 

 次に学校教育課長より報告をお願いします。 

（竹下課長） 

 はい。学校教育課から３件、資料に基づいて説明させてください。 

 まず１件が、学校職員の新型コロナワクチンの優先接種の状況です。７月15日付市報でお知らせがあ

ったかと思いますが、市民課の方から学校職員を優先接種対象とするということを受けて、今回伊佐市

に居を構える職員を対象に優先接種希望調査を行いました。それにより138名の申し出がありました。

その138名の方を対象に、今回松元病院のご厚意で先週７月22日（木）海の日祝日ですが、この日と第

２回目を三週間後の８月12日（木）に120人規模の集団接種をしてくださるということになりました。

この138名の職員に希望調査を実施しましたところその内109名の申し出がありまして、先週７月22日に

無事特に大きなトラブルもなく109名の１回目の接種を終えたところです。ちなみに２回目が先程申し

上げたとおり８月12日（木）ということになります。これ以外の受けられなかった優先接種者について

は、個人で病院等に連絡をして予約を取るという状況になっています。 

 ２件目が、伊佐市内で新型コロナウイルス感染者・濃厚接触者等が確認された場合の対処方針という

ことで、今回６月30日付で改定を行いましたものについて説明をさせてください。昨年の11月に対処方

針を示したところですが、本年度に入りましてまた様々コロナウイルスの感染状況の実態が随分明らか

になってまいりましたので、それを踏まえて改定をしたものでございます。大きな改正点は資料の２番

の(３)に当たります。これまでは学校で感染者が出た場合には３日程度の臨時休校（休業）とする方針

となっておりましたけれども、原則学びを止めないということを中心に考えた場合に(３)の文言になり

まして、実際まだ伊佐市内の小中学生とその保護者に感染者は出ていないところですが、今後一人感染

者が出た場合を持っても安易に臨時休業とはしないという方針に改めてあります。あと資料の２枚目３

枚目等については、今後感染者又は濃厚接触者が出た場合に学校長は速やかに判断し対応をしなければ

なりませんので、そういった観点から２ページ目にはフローチャートを改正して示したところです。３

ページについては校長が感染者を把握したり、濃厚接触者の疑いの報告があったときに保護者や関係機
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関への連携で対応していかなければならないものをチェックリストとして示しました。教育委員会も適

切に学校と連携をしながら対応を講じて参りたいと思います。最後に４ページにつきましては、既に活

用させていただいているのですが、伊佐市教育委員会が主催する研修会等を実施する場合には、基本的

にここに示した視点に沿って開催の時間の短縮、会場の見直し、会場に設置する感染対策等もここに示

してあります。こういったものを基に１学期は研修会等を実施してきているところですが、今後の感染

状況の拡がり等によっては対応を更に強化して場合によってはリモートで研修をするとかそういった

ものも視野に検討していかなければならないと思っているところです。 

 最後になります、資料３です。これは８月27日に計画をしている今年度の伊佐市教育講演会の開催要

項です。これについて、教育委員の皆様方にも出席ご案内をさせていただきたいと思っていますので紹

介をさせてください。既にご存じのとおりＧＩＧＡスクール構想で１人１台端末のタブレットを用いた

授業が各学校で実践が進んでいるところですが、ただ学校間での格差であったり、不慣れな職員につい

ては思うように授業で活用が出来ていなかったりといった現状があります。そうしたことに鑑みて今回

このような事業を計画しました。主催については、伊佐市教育委員会と一般社団法人日本教育情報化振

興会。この一般社団法人については、文科省の主催事業を請け負って全国でこの事業を展開をしている

団体でございます。日時は先程申し上げました８月27日（金）午後から、会場は伊佐市文化会館、募集

を100名に限定をして実施します。この100名については伊佐市の小中学校の職員ということで、参加出

来なかった職員については学校でオンライン配信をして研修会に参加をするという形をとりたいと思

っています。明日までが参加申し込みの締め切り期限となっているところです。内容につきましては、

今回の研修会の目玉としてはまず基調講演です。放送大学の教授からＧＩＧＡスクール構想での学びの

実現について理論的なものをご講義いただいた後に模擬授業を実施します。これは模擬授業者の方を小

学校、中学校それぞれ県外からお招きして授業をしていただきます。伊佐市の学校職員が児童生徒代わ

りになって実際授業に参加をするという極めて通常の研修会では経験出来ないような授業となってお

ります。その後総括パネルということで実際の模擬授業を振り返りながらポイントとなる箇所とか、こ

れからのタブレット端末の活用について特に留意することなどをご指導いただくことになります。まだ

開催前でありますが、学校教育課としても大変期待をしているものでございます。２ページ目には会場

案内図をお示ししましたが、教育委員の皆様におかれましては来賓ということで来賓席の方にご案内を

させていただきたいと思っています。また改めてご案内のほうはさせていただきますが、先程申し上げ

ましたとおり感染対策について万全を期さないといけません。県外からの講師等もお招きするというこ

ともありますので、参加者には３ページに準備をしました「体調チェック報告用シート」を配布し、受

付で「体調チェック報告用シート」を提出してもらい、感染対策を万全に行ったうえで実施をしていき

たいと思っていますので、時間にご都合がつけば当日ご出席いただきまして、また感想等をお聞かせい

ただければと思っているところです。 

 以上です。 

（森教育長） 

 はい、ありがとうございました。 

 この情報教育のセミナーについては、鹿児島県でも多分伊佐市くらいものだと聞いております。 

 只今の報告について何かございませんでしょうか。 

（全員） 

 ありません。 

（教育長） 

 では、特にないようですので、これをもちまして、令和３年第７回定例教育委員会を閉会します。 

（茶園係長） 

 姿勢を正して下さい。一同礼。 

  

 


